
(57)【要約】

【課題】大量生産しなくても低コストで凍結性能のよい

蓄冷部を備えた保冷庫を提供すること。

【解決手段】断熱構造の保冷室１と、保冷室の開口部を

開閉する扉２と、保冷室１内の熱を吸収して室内を保冷

する袋詰扁平体状の蓄冷剤６と、蓄冷剤６を冷却して蓄

冷させる葛折状導熱パイプから成る蒸発器７を含む冷却

装置３とを備えた保冷庫１０１において、葛折状導熱パ

イプ７を嵌合する複数の溝部を曲げ形成した第１の導熱

板９と、第１の導熱板９に重ねられて締結され該葛折状

導熱パイプ７を挟み込む第２の導熱板１０と、第１、第

２の導熱板９、１０のいずれか一方との間に袋詰扁平体

状の蓄冷剤６を挟み込む蓄冷剤保持具８とを備えた。

【選択図】　　　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
断 熱 構 造 の 保 冷 室 と 、 該 保 冷 室 の 開 口 部 を 開 閉 す る 扉 と 、 該 保 冷 室 内 の 熱 を 吸 収 し て 室 内
を 保 冷 す る 袋 詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤 と 、 該 蓄 冷 剤 を 冷 却 し て 蓄 冷 さ せ る 葛 折 状 導 熱 パ イ プ か
ら 成 る 蒸 発 器 を 含 む 冷 却 装 置 と を 備 え た 保 冷 庫 に お い て 、
前 記 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 嵌 合 す る 複 数 の 溝 部 を 曲 げ 形 成 し た 第 １ の 導 熱 板 と 、 該 第 １ の 導
熱 板 に 重 ね ら れ て 締 結 さ れ 該 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 挟 み 込 む 第 ２ の 導 熱 板 と 、
該 第 １ 、 第 ２ の 導 熱 板 の い ず れ か 一 方 と の 間 に 前 記 袋 詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤 を 挟 み 込 む 蓄 冷
剤 保 持 具 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 保 冷 庫 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 第 ２ の 導 熱 板 は 、 平 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 保 冷 庫 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 第 ２ の 導 熱 板 は 、 前 記 第 １ の 導 熱 板 の 複 数 の 溝 部 と 対 向 し て 前 記 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を
嵌 合 す る 複 数 の 溝 部 を 曲 げ 形 成 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 保 冷 庫
。
【 請 求 項 ４ 】
断 熱 構 造 の 保 冷 室 と 、 該 保 冷 室 の 開 口 部 を 開 閉 す る 扉 と 、 該 保 冷 室 内 の 熱 を 吸 収 し て 室 内
を 保 冷 す る 袋 詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤 と 、 該 蓄 冷 剤 を 冷 却 し て 蓄 冷 さ せ る 葛 折 状 導 熱 パ イ プ か
ら 成 る 蒸 発 器 を 含 む 冷 却 装 置 と を 備 え た 保 冷 庫 に お い て 、
前 記 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 嵌 合 す る 複 数 の 溝 部 を 曲 げ 形 成 し た 第 １ の 導 熱 板 と 、
該 第 １ の 導 熱 板 に 重 ね ら れ て 締 結 さ れ 該 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 挟 み 込 む 第 ２ の 導 熱 板 と 、
該 第 １ の 導 熱 板 と の 間 に 前 記 袋 詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤 を 挟 み 込 み 、 前 記 溝 部 と 溝 部 の 中 間 部
で 該 蓄 冷 剤 を 該 第 １ の 導 熱 板 に 押 し 付 け る 棒 状 体 を 有 す る 蓄 冷 剤 保 持 具 と 、 を 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 保 冷 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ト ラ ッ ク 等 の 輸 送 機 に 積 載 さ れ 、 冷 凍 食 品 や 生 鮮 食 品 等 を 保 冷 し て 輸 送 す る た
め の 保 冷 庫 に 関 し 、 特 に 、 蓄 冷 剤 の 蓄 冷 効 率 の よ い 保 冷 庫 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の こ の 種 の 保 冷 庫 の 蓄 冷 部 は 、 葛 折 状 （ 九 十 九 折 状 ） の 銅 パ イ プ か ら な る 蒸 発 器 を 袋
詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤 に 直 接 接 触 さ せ て 構 成 し て い た 。 ま た 、 ア ル ミ ニ ウ ム 厚 板 に 冷 媒 通 路
を 設 け た ロ ー ル ボ ン ド と 称 す る 冷 却 板 を 蓄 冷 剤 に 接 触 さ せ て 構 成 す る も の も あ る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ６ ８ ８ ０ 号 公 報 （ 図 ４ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 者 の 葛 折 状 の 銅 パ イ プ を 蓄 冷 剤 に 直 接 接 触 さ せ る も の で は 、 銅 パ イ プ と 蓄 冷 剤 と の 接 触
面 積 が 少 な い た め 伝 熱 効 率 が 悪 く 、 蓄 冷 剤 の 凍 結 性 能 が 低 い も の で あ っ た 。 ま た 、 後 者 の
も の は 、 製 造 金 型 費 等 の 関 係 か ら 、 １ 万 台 ／ 年 以 上 の 生 産 量 が な い と 高 コ ス ト な も の と な
っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 大 量 生 産 で な く て も 低 コ ス ト で 凍
結 性 能 の よ い 蓄 冷 部 を 備 え た 保 冷 庫 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 保 冷 庫 は 、 断 熱 構 造 の 保 冷 室 と 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-108662 A 2004.4.8



該 保 冷 室 の 開 口 部 を 開 閉 す る 扉 と 、 該 保 冷 室 内 の 熱 を 吸 収 し て 室 内 を 保 冷 す る 袋 詰 扁 平 体
状 の 蓄 冷 剤 と 、 該 蓄 冷 剤 を 冷 却 し て 蓄 冷 さ せ る 葛 折 状 導 熱 パ イ プ か ら 成 る 蒸 発 器 を 含 む 冷
却 装 置 と を 備 え た 保 冷 庫 に お い て 、 前 記 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 嵌 合 す る 複 数 の 溝 部 を 曲 げ 形
成 し た 第 １ の 導 熱 板 と 、 該 第 １ の 導 熱 板 に 重 ね ら れ て 締 結 さ れ 該 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 挟 み
込 む 第 ２ の 導 熱 板 と 、 該 第 １ 、 第 ２ の 導 熱 板 の い ず れ か 一 方 と の 間 に 前 記 袋 詰 扁 平 体 状 の
蓄 冷 剤 を 挟 み 込 む 蓄 冷 剤 保 持 具 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 保 冷 庫 は 、 上 記 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 第 ２ の 導 熱 板 は 、
平 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 保 冷 庫 は 、 上 記 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 第 ２ の 導 熱 板 は 、
前 記 第 １ の 導 熱 板 の 複 数 の 溝 部 と 対 向 し て 前 記 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 嵌 合 す る 複 数 の 溝 部 を
曲 げ 形 成 し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 係 る 保 冷 庫 は 、 断 熱 構 造 の 保 冷 室 と 、 該 保 冷 室 の 開 口 部 を 開 閉
す る 扉 と 、 該 保 冷 室 内 の 熱 を 吸 収 し て 室 内 を 保 冷 す る 袋 詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤 と 、 該 蓄 冷 剤
を 冷 却 し て 蓄 冷 さ せ る 葛 折 状 導 熱 パ イ プ か ら 成 る 蒸 発 器 を 含 む 冷 却 装 置 と を 備 え た 保 冷 庫
に お い て 、 前 記 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 嵌 合 す る 複 数 の 溝 部 を 曲 げ 形 成 し た 第 １ の 導 熱 板 と 、
該 第 １ の 導 熱 板 に 重 ね ら れ て 締 結 さ れ 該 葛 折 状 導 熱 パ イ プ を 挟 み 込 む 第 ２ の 導 熱 板 と 、 該
第 １ の 導 熱 板 と の 間 に 前 記 袋 詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤 を 挟 み 込 み 、 前 記 溝 部 と 溝 部 の 中 間 部 で
該 蓄 冷 剤 を 該 第 １ の 導 熱 板 に 押 し 付 け る 棒 状 体 を 有 す る 蓄 冷 剤 保 持 具 と 、 を 備 え た こ と を
特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
以 下 、 図 １ ～ 図 ５ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 保 冷 庫 の 実 施 の 形 態 １ に つ い て 説 明 す る 。 図 １
は こ の 発 明 の 保 冷 庫 の 外 観 を 示 す 正 面 図 、 図 ２ は 蓄 冷 剤 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 、 図 ３ は 蓄 冷
部 の 正 面 図 、 図 ４ は 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ５ は 蓄 冷 剤 保 持 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 保 冷 庫 １ ０ １ は 、 ト ラ ッ ク 等 の 輸 送 機 に 積 載 さ れ 、 冷 凍 食 品 等 を 保 冷 し た 状 態 で 輸 送
す る も の で あ り 、 図 に 示 す よ う に 、 断 熱 構 造 の 保 冷 室 １ と 、 こ の 保 冷 室 １ の 開 口 部 を 開 閉
す る 断 熱 構 造 の 扉 ２ と 、 保 冷 室 １ 内 蓄 冷 部 ５ に 設 置 さ れ 保 冷 室 内 の 熱 を 吸 収 し て 室 内 を 保
冷 す る 蓄 冷 剤 ６ と 、 こ の 蓄 冷 剤 ６ を 冷 却 し て 蓄 冷 さ せ る 蒸 発 器 ７ を 含 む 冷 却 装 置 ３ と を 備
え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
保 冷 室 １ は 、 前 面 に 被 保 冷 物 を 出 し 入 れ す る た め の 開 口 部 を 有 す る 縦 長 直 方 体 の 箱 型 形 状
で あ り 、 保 冷 室 １ の 上 に は 、 蒸 発 器 ７ を 除 く 冷 却 装 置 ３ を 収 納 す る 機 械 室 ４ が 設 置 さ れ て
い る 。 ２ ａ は 扉 ２ を 開 閉 す る た め の 把 手 、 １ ａ は 保 冷 庫 を 移 動 さ せ る た め の キ ャ ス タ で あ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
冷 却 装 置 ３ は 、 保 冷 室 １ の 上 に 設 置 さ れ た 機 械 室 ４ 内 に 設 置 さ れ た 図 示 し な い 電 動 駆 動 の
圧 縮 機 、 凝 縮 器 及 び 膨 張 弁 と 、 保 冷 室 １ 内 の 蓄 冷 剤 ６ の 近 傍 に 設 置 し た 葛 折 状 （ 九 十 九 折
状 ） 銅 製 の 導 熱 パ イ プ か ら 成 る 蒸 発 器 ７ と か ら 概 ね 構 成 さ れ 、 他 に 、 ア キ ュ ム レ ー タ や 凝
縮 器 を 空 冷 す る 空 冷 フ ァ ン 等 も 備 え て い る 。 圧 縮 機 、 凝 縮 器 、 膨 張 弁 、 蒸 発 器 ７ 及 び ア キ
ュ ム レ ー タ は 、 冷 媒 配 管 に よ り 順 次 接 続 さ れ て い て 、 圧 縮 機 で 圧 縮 さ れ た 冷 媒 を 凝 縮 器 で
凝 縮 液 化 し 、 膨 張 弁 に よ り 減 圧 し た 後 、 蒸 発 器 ７ で 蒸 発 さ せ 、 こ の と き の 蒸 発 潜 熱 に よ り
蓄 冷 剤 ６ を 冷 却 す る こ と に よ り 蓄 冷 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 に 、 図 ３ ～ 図 ５ を 参 照 し て 本 実 施 の 形 態 １ の 蓄 冷 部 ５ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 ６ は 、
袋 詰 扁 平 体 状 で 矩 形 の 蓄 冷 剤 で 、 本 実 施 の 形 態 で は 並 列 に ２ 個 設 置 さ れ る 。 ８ は 、 矩 形 板
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を そ の 頂 部 ８ ａ と 脚 部 ８ ｂ で 逆 向 き に 直 角 に 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ 、 蓄 冷 剤 ６ を 保 冷 室 １ 内
で 保 持 す る 蓄 冷 剤 保 持 具 で 、 背 中 合 わ せ に 並 列 に 配 置 さ れ 、 頂 部 ８ ａ と 脚 部 ８ ｂ が 取 付 穴
８ ａ を 介 し て ビ ス で 保 冷 室 １ 内 の 壁 に 取 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
９ は 、 曲 げ 加 工 に よ り 葛 折 状 導 熱 パ イ プ （ 蒸 発 器 ） ７ の 直 線 部 と 密 着 嵌 合 す る ４ 本 の 溝 部
９ ａ を 形 成 し た 矩 形 の 第 １ の 導 熱 板 で 、 銅 、 ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス 等 の 熱 伝 導 性 の 高 い 材 料
で 製 作 さ れ る 。 １ ０ は 、 第 １ の 導 熱 板 ９ と 同 じ 大 き さ の 矩 形 の 平 板 か ら 成 る 第 ２ の 導 熱 板
で 、 第 １ の 導 熱 板 ９ に 重 ね 合 わ せ て 導 熱 パ イ プ ７ を 挟 み 込 み 、 ビ ス １ １ で 互 い に 締 結 さ れ
る 。 蒸 発 器 ７ と 第 １ の 導 熱 板 ９ と 第 ２ の 導 熱 板 と は 、 締 結 さ れ て 蒸 発 器 組 立 体 ７ ０ を 構 成
す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
蒸 発 器 組 立 体 ７ ０ の 第 ２ の 導 熱 板 １ ０ 側 と 蓄 冷 剤 保 持 具 ８ と の 間 に 袋 詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤
６ を 密 着 さ せ て 挟 み 込 み 、 図 示 し な い 連 結 具 で 蒸 発 器 組 立 体 ７ ０ と 蓄 冷 剤 保 持 具 と を 連 結
し て 蓄 冷 部 ５ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 の 形 態 １ の 蓄 冷 部 ５ で は 、 導 熱 パ イ プ ７ の 冷 熱 が 第 １ の 導 熱
板 ９ の 溝 部 ９ ａ を 介 し て 第 １ の 導 熱 板 ９ 及 び 第 ２ の 導 熱 板 １ ０ の 全 面 に 伝 達 さ れ 、 第 ２ の
導 熱 板 １ ０ の 全 面 か ら 蓄 冷 剤 ６ に 伝 熱 さ れ る の で 、 従 来 の 蓄 冷 部 の よ う に 葛 折 状 導 熱 パ イ
プ ７ が 直 接 、 蓄 冷 剤 ６ に 接 し て い る の に 比 べ 伝 熱 効 率 が よ く 、 凍 結 性 能 が 高 い 。 ま た 、 第
２ の 導 熱 板 １ ０ を 平 板 で 構 成 し た の で 低 コ ス ト で 製 作 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 、 上 記 の 説 明 で は 、 第 ２ の 導 熱 板 １ ０ 側 で 蓄 冷 剤 ６ を 挟 み 込 む 形 態 を 示 し た が 、 第 １
の 導 熱 板 ９ と 第 ２ の 導 熱 板 １ ０ の 位 置 を 逆 に し 、 第 １ の 導 熱 板 ９ 側 と 蓄 冷 剤 保 持 具 ８ と の
間 に 蓄 冷 剤 ６ を 挟 み 込 ん で も よ い 。 蓄 例 剤 ６ は 、 常 温 で は 液 体 で あ る の で 、 第 １ の 導 熱 板
９ を 押 し 付 け る と そ の 凹 凸 に 沿 っ て 変 形 し 、 全 面 に 亘 っ て 第 １ の 導 熱 板 ９ と 密 着 さ せ る こ
と が で き る の で 、 前 記 の 形 態 と 同 様 に 伝 熱 効 率 が よ く 、 凍 結 性 能 が 高 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 上 記 の 説 明 で は 、 第 ２ の 導 熱 板 は 平 板 で 構 成 し た 形 態 を 示 し た が 、 第 １ の 導 熱 板 の
溝 部 の 深 さ を 導 熱 パ イ プ ７ の 太 さ の 半 分 が 入 る 程 度 と し 、 第 ２ の 導 熱 板 に も 同 様 の 位 置 に
同 様 の 深 さ の 溝 を 折 り 曲 げ 形 成 し 、 こ の 第 １ 、 第 ２ の 導 熱 板 の 溝 部 ど う し を 対 向 さ せ て 導
熱 パ イ プ ７ の 直 線 部 を 挟 み 込 ん で 嵌 合 し て 蒸 発 器 組 立 体 ７ ０ を 構 成 し て も 同 様 の 効 果 が 得
ら れ る 。 ま た 、 第 ２ の 導 熱 板 を 第 １ の 導 熱 板 と 同 様 の 形 状 に し た の で 、 溝 の 深 さ が 浅 く て
済 み 、 製 造 し や す く コ ス ト も 低 く 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
次 に 、 図 ６ ～ 図 ８ を 参 照 し て 、 こ の 発 明 の 保 冷 庫 の 実 施 の 形 態 ２ に つ い て 説 明 す る 。 図 ６
は 蓄 冷 部 の 正 面 図 、 図 ７ は 図 ６ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 、 図 ８ は 蓄 冷 剤 保 持 具 の 斜 視 図 で
あ る 。 実 施 の 形 態 ２ が 実 施 の 形 態 １ と 異 な る と こ ろ は 、 第 １ の 導 熱 板 ９ を 必 ず 蓄 冷 剤 ６ 側
に 配 置 す る こ と と 、 蓄 冷 剤 保 持 具 １ ２ の 構 造 で あ る 。 他 の 構 成 は 、 実 施 の 形 態 １ と 同 様 で
あ る の で 、 そ の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
１ ２ は 、 矩 形 板 を そ の 頂 部 １ ２ ａ と 脚 部 １ ２ ｂ で 逆 向 き に 直 角 に 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ 、 蓄
冷 剤 ６ と 接 触 す る 側 の 、 第 １ の 導 熱 板 の 溝 部 と 溝 部 の 中 間 位 置 に 、 こ の 溝 部 に 平 行 な 棒 状
体 １ ３ を 取 付 け た 蓄 冷 剤 保 持 具 で あ る 。 重 量 軽 減 の た め に 、 そ の 中 央 部 は 、 く り 抜 い て あ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
蒸 発 器 組 立 体 ７ ０ の 第 １ の 導 熱 板 ９ 側 と 蓄 冷 剤 保 持 具 １ ２ と の 間 に 袋 詰 扁 平 体 状 の 蓄 冷 剤
６ を 密 着 さ せ て 挟 み 込 み 、 棒 状 体 １ ３ の 厚 み に よ り 、 第 １ の 導 熱 板 の 溝 部 ９ ａ 、 ９ ａ の 間
の 凹 部 へ 、 蓄 冷 剤 ６ を 押 し 付 け て 強 く 密 着 さ せ 、 図 示 し な い 連 結 具 で 蒸 発 器 組 立 体 ７ ０ と
蓄 冷 剤 保 持 具 １ ２ と を 連 結 し て 蓄 冷 部 ５ を 構 成 す る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 の 形 態 ２ の 蓄 冷 部 ５ で は 、 導 熱 パ イ プ ７ の 冷 熱 が 第 １ の 導 熱
板 ９ の 溝 部 ９ ａ を 介 し て 第 １ の 導 熱 板 ９ 及 び 第 ２ の 導 熱 板 １ ０ の 全 面 に 伝 達 さ れ 、 第 １ の
導 熱 板 ９ は 、 棒 状 体 １ ３ の 押 付 力 で 蓄 冷 剤 ６ に 強 く 密 着 し て い る の で 、 伝 熱 効 率 が よ く 凍
結 性 能 が 高 い 。 ま た 、 溝 部 ９ ａ と 棒 状 体 １ ３ が 交 互 に 存 在 す る の で 、 蓄 冷 剤 ６ が ジ グ ザ グ
に 折 れ 曲 が り 蓄 冷 剤 の 保 持 性 が よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 上 記 の 実 施 の 形 態 １ 及 び ２ で は 、 蓄 冷 剤 保 持 具 ８ 、 １ ２ に 頂 部 ８ ａ 、 １ ２ ａ 及 び 脚
部 ８ ｂ 、 １ ２ ｂ を 設 け 、 こ の 部 分 で 保 冷 室 １ の 壁 に 取 付 け ら れ た が 、 第 １ の 導 熱 板 ま た は
第 ２ の 導 熱 板 の 上 下 を 延 長 し て 頂 部 及 び 脚 部 を 設 け 、 こ の 部 分 で 保 冷 室 １ 内 の 壁 に 取 付 け
て も よ い 。 こ の 場 合 、 蓄 冷 剤 保 持 具 ８ ， １ ２ に 頂 部 及 び 脚 部 は 不 要 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 保 冷 庫 に よ れ ば 、 導 熱 パ イ プ の 冷 熱 が 第 １
の 導 熱 板 の 溝 部 を 介 し て 第 １ の 導 熱 板 及 び 第 ２ の 導 熱 板 の 全 面 に 伝 達 さ れ 、 い ず れ か の 導
熱 板 の 全 面 か ら 蓄 冷 剤 に 伝 熱 さ れ る の で 、 伝 熱 効 率 が よ く 凍 結 性 能 が 高 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 保 冷 庫 に よ れ ば 、 第 ２ の 導 熱 板 を 平 板 で 構 成 し た の で 、 上
記 の 効 果 に 加 え 、 製 造 コ ス ト が 低 く 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 保 冷 庫 に よ れ ば 、 第 ２ の 導 熱 板 を 第 １ の 導 熱 板 と 同 様 の 形
状 に し た の で 、 溝 の 深 さ が 浅 く て 済 み 、 製 造 し や す く コ ス ト も 低 く 抑 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 係 る 保 冷 庫 に よ れ ば 、 第 １ の 導 熱 板 は 、 棒 状 体 の 押 付 力 で 蓄 冷
剤 に 強 く 密 着 し て い る の で 、 伝 熱 効 率 が よ く 凍 結 性 能 が 高 い 。 ま た 、 溝 部 と 棒 状 体 が 交 互
に 存 在 す る の で 、 蓄 冷 剤 が ジ グ ザ グ に 折 れ 曲 が り 蓄 冷 剤 の 保 持 性 が よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 保 冷 庫 の 外 観 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 蓄 冷 剤 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 蓄 冷 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の Ａ － Ａ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 の 形 態 １ に 係 る 蓄 冷 剤 保 持 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 蓄 冷 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 蓄 冷 剤 保 持 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 保 冷 室
２ 　 　 　 　 扉
３ 　 　 　 　 冷 却 装 置
４ 　 　 　 　 機 械 室
５ 　 　 　 　 蓄 冷 部
６ 　 　 　 　 蓄 冷 剤
７ 　 　 　 　 蒸 発 器 （ 葛 折 状 導 熱 パ イ プ ）
８ 、 １ ２ 　 　 　 　 蓄 冷 剤 保 持 具
９ 　 　 　 　 第 １ の 導 熱 板
１ ０ 　 　 　 　 第 ２ の 導 熱 板
１ １ 　 　 　 　 ビ ス
１ ３ 　 　 　 　 棒 状 体
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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